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研究報告書 

 

ヒトを宿主とするヘルペスウイルスは、9種存在し、それぞれが多彩な病態を引き起こす。これらのウ

イルスは、類似した遺伝子群を持ち、細胞内におけるゲノム複製、粒子形成機構はほぼ同一であ

る。このようなヘルペスウイルス群が、生体内においてどのように棲み分け、異なる病態を引き起こすの

か、本質的には解明されていない。今年度は、ヘルペスウイルス群の中で、最も解析が進んでいるとさ

れている単純ヘルペスウイルス（HSV）のウイルス粒子形成に注目し、脂質であるPEの合成系の重要

性を明らかにした。さらにHSV感染細胞で認められる核膜における粒子形成と同じメカニズムで、遺伝

性疾患HGPS細胞の核膜維持がなされていることを明らかにした。また、HSVの細胞間の伝播効率に

影響を与える宿主因子としてPHB1およびMEK/ERKシグナルを明らかにし、その機能がアルファ、ベー

タ、ガンマヘルペスウイルス亜科に共通していることを示した。 

 

 


